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0. はじめに
2013 年 9 月 1 日から 2014 年 9 月 1 日まで,
中京大学の在外研究員制度を利用して, オース
トラリアはメルボルンにあるメルボルン大学
(The University of Melbourne) の付属機関
のひとつである Melbourne Institute of Ap-




1. Melbourne Institute の概要






























究者が属している｡ Melbourne Institute 全体
では, 研究者が 39 名, 研究者の調査や分析を
サポートするリサーチアシスタントが 18 名,
事務スタッフが 10 名の計 67 名の研究機関であ
る｡
そのなかで, 研究者はおおまかに Research
Fellow, Senior Research Fellow (そのなかで









Professor, Professor という 4つの段階のキャ
リアパスをたどっていく｡
なお, Tenure (終身雇用) というような制
度はなく, メルボルン大学では, 研究者はいく
つかの段階を経ていくことで, 昇進していく｡
その審査には, 研究活動, 教育活動, 雑務事務
の 3 つの項目の評価に基づいて行われるが,




2. Melbourne Institute に所属する研
究者
Melbourne Institute に所属する研究者のう


























いる｡ そして, その多くが, 非英語圏の国の出
身者である｡ ここでの非英語圏の国の出身者は,











bourne Institute に在籍し, そのあいだに, 英
語で研究業績を積み重ねる｡ アメリカやイギリ
研究ノート
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＜出所：筆者撮影＞










スが存在する｡ まずひとつは, Melbourne In-
stitute で研究を続け, Research Fellow から




bourne Institute に就職し, キャリアを積んで
おり, 将来的にもMelbourne Institute への勤
務を希望している研究者がいた｡ もうひとつは,
Melbourne Institute で数年間, 研究活動に従
事し, 研究業績を積み重ねてから, 出身国の大
学に移る研究者や他国の大学に移る研究者がい
る｡ 私がいた 1年間のあいだにも, イタリアや
ベルギー出身の若手研究者が, 大学院修了後,
Melbourne Institute で研究活動を行い, ヨー
ロッパの高等研究機関への就職活動を経て, ス
イスなどの大学へ移っていった｡











多大な困難が伴う｡ それが Melbourne Insti-
tute では必要ないため, 研究活動に集中でき




3. Melbourne Institute での研究活動
Melbourne Institute には, 前述の通り, 7
つの研究グループがあるが, そのうち産業経済




Melbourne Institute は, 経済学部やビジネ
ス学部, マーケティング学部とは異なり, 学部
教育を行っておらず, 研究者は講義を持たない｡






から大きなプロジェクトまで, 約 30 近いプロ
ジェクトが動いており, それぞれのプロジェク










また, Melbourne Institute では, 月に 3 回



































が行われたり, Melbourne Institute 全体で進
めているプロジェクトの進捗状況が報告された
りする｡ このスタッフミーティングは, だいた















また, Melbourne Institute では, 新聞紙
｢The Australian｣ と共同で 18ヶ月ごと ｢Eco-
nomic and Social Outlook Conference｣ を開
































4. Melbourne Institute での研究発表
Melbourne Institute では, 産業経済研究グ
ループが中心となって組織される Intellectual
Property Research Institute of Australia
(以下, IPRIA) において, 研究発表を行った｡





Business School や Melbourne Law School な
どを含む幅広い専門領域に属する研究者が含ま
れている｡
研究発表のタイトルは, ｢A Logic of the
Firms without the Fundamental Technology:
Case studies of Sony, Casio and Nintendo｣
であり, これまで研究を続けてきたテーマでの


























いる日本企業は, 91 社に上る2｡ その内訳は,
製造業が 38 社, 貿易関連企業が 14 社, 運輸関
連企業が 9社, 金融保険企業が 7社, サービス
企業が 5 社, 農業関連企業が 1 社, その他が
17 社となっている｡
最も多い製造企業では, 機械関連企業が 11
社, 食品関連企業が 8社, エレクトロニクス関
連企業が 8社, 精密機械関連企業が 1社, その
他が 10 社となっている｡ まず, 食品関連企業
を見てみよう｡ 伊藤園やキリン, カゴメや明治,
雪印やヤクルトなど, 日本でも一般的な食品企

















るのが, 寿司ロールである｡ 直径 3センチ, 長


























は 1 社しか存在していない｡ ホールデン





収された｡ その後は, GMの一員として, GM
ブランドの自動車のノックダウン生産を行って


























は約 40 万台ほどであったが, 年々減っていき,
2010 年代に入ると, 20 万台ほどにまで落ち込
んだ｡ 2012 年には三菱自動車がオーストラリ
アでの自動車生産から撤退していたが, フォー





















キングを比較してみる3｡ 2002 年には, 1 位の
ホールデン・コモドア, 2 位のフォード・ファ
ルコン, 3 位のトヨタ･カローラ, 4 位のホール
デン・アストラ, 5 位のヒュンダイ・アクセン
ト, 7 位の三菱・マグナ, 8 位のトヨタ・カム
リ, 10 位の日産･パルサーというように, 売り
上げ上位 10 車種のうち, 8 台がセダンタイプ
となっており, 1 位と 2 位と 7 位と 8 位は大型
セダンとなっている｡ それに対し, 2012 年の
ランキングには, 5位のホールデン・コモドア,
8位のトヨタ・カムリの2車種しかセダンが入っ
ていない｡ 代わりに, 2012 年のランキングで
は, 1 位のマツダ・マツダ 3, 3 位トヨタ・カ
ローラ4, 4 位のホールデン・クルーズ5, 6 位の
ヒュンダイ・i30, 9 位のトヨタ・ヤリス, 10
位のマツダ・マツダ 2という小型で燃費の良い
車種が多く入っている｡
また, 2002 年にランキング上位の 3 車種で
約 8 万 2 千台の販売があったが, 2012 年の上
位 3 車種の合計では, 6 万台あまりとなってお
り, 市場が細分化しているのがわかる｡



















2002 年上半期 販売台数 2012 年上半期 販売台数
順位 メーカー 車種名 台数 順位 メーカー 車種名 台数
1 Holden Commodore 41,730 1 Mazda Mazda3 21,813
2 Ford Falcon 23,921 2 Toyota HiLux 19,412
3 Toyota Corolla 16,821 3 Toyota Corolla 19,026
4 Holden Astra 13,621 4 Holden Cruze 16,437
5 Hyundai Accent 11,952 5 Holden Commodore 15,860
6 Toyota HiLux 11,474 6 Hyundai i30 14,000
7 Mitsubishi Magna 10,257 7 Nissan Navara 13,180
8 Toyota Camry 9,667 8 Toyota Camry 10,948
9 Ford Falcon ute 9,091 9 Toyota Yaris 9,836
10 Nissan Pulsar 8,691 10 Mazda Mazda2 9,043
オーストラリア 車種別販売台数
＜出所：drive.com.au を参考に筆者作成＞
元町工場で約 12 万台, 高岡工場で約 18 万台,
堤工場で約42万台, 田原工場で約37万台となっ
ており, トヨタは愛知県内のみでトータルする
と約 100 万台を生産している｡ またトヨタ自動
車の 100％出資会社であるトヨタ自動車九州で
は約 30 万台, トヨタ自動車東日本では約 60 万
台, トヨタ車体では約 67 万台となっており,
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